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講義名 経済学入門

学部フリーゾーン科目区分

森脇　丈子担当教員

2単位数

後期 火曜日 ４時限開講期・曜日・時限
2018年度 人間社会学部 人間健康学科／2018年度 人間社会学部 観光学科／2018年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2017年度 人間社会学部 人間健康学科／2017年度 人間社会学部 観光学科／2017年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2016年度 人間社会学部 人間健康学科／2016年度 人間社会学部 観光学科／2016年度 人間社会学部 人間社会学

主題と概要
　わたしたちの生活は経済と深く結びついています。しかしそれがどのような結びつきであるかについては具体的に
理解していないことが多いのも事実です。
　この授業では，経済ニュースが理解できるように，基礎的な経済の用語や仕組みを学びます。
　また、毎回の講義の中で，受講生との議論をおこないます。

到達目標
１．経済の基礎的な用語を理解します。

２．経済の基礎的な仕組みを理解します。

３．日常的な話題を扱った経済ニュースの内容を理解できる知識を身につけます。

４．国際関係をふまえた日本経済の動きについて理解し，自分の考えを持てるようにします。

提出課題
☆　なし。

☆　授業のなかでしばしば宿題を出します。次回の授業で口頭で発表できるよう準備しておいてください。

履修にあたっての注意・助言他

　授業での発言（30％）、定期試験（70％）による総合評価を行います。

　なお、履修者数によって、評価方法ならびに授業計画の一部を修正する場合があります。

評価の基準

☆　授業のなかで学生に質問を出し，学生に意見を発表してもらいます。

☆　日頃から，新聞・ニュース・雑誌等で社会の出来事や企業活動などに関する情報を収集しておいてください。

☆　　第１回目の授業ガイダンスに必ず出席し、授業中の約束事をしっかりと理解したうえで、受講してください。

☆　授業中の私語ならびにスマホ等の利用、教室への勝手な出入りを禁止します。
　　 授業態度の悪い人には，退出を求めることがあります。

　関連科目として，次の講義の受講を勧めます。

講義コード 24079履修開始年次 １年生

教科書

.「使用しない」.

プリント資料及び参考文献
☆　授業の出席者には、プリント，新聞記事を適宜配布します。

☆　〈参考文献〉
・ルディー和子（2018）『経済の不都合な話』、日経プレミアシリーズ
・内田樹、藤山浩、宇根豊、平川克美(2018)『「農業を株式会社化する」という無理　これからの農業論』、家の光協会
・ 小塩隆志(2002)『高校生のための経済学入門』，ちくま新書，700円+税。
・ 塚崎公義(2015)『なんだ，そうなのか！経済入門』，日本経済新聞出版社，1,500円+税。

1.�ガイダンス、経済学は何を対象としているか
2.　　 日本の人口構造―人口構造の変化：都市への人口集中，単身世帯の増加
3.�家計消費と貯蓄―平均所得，金融資産の平均額，所得の格差
4.�雇用と失業―労働力人口，失業率，女性の就業率，増加する非正規雇用
5.�物価と地価―消費者物価の推移，地価の推移
6.�社会保障の現状―社会保障とは，年金制度とその問題点，医療保険制度
7.�少子高齢化問題―世代間格差の問題，労働力の不足
8.�企業の姿―事務所の状況，国際化する日本企業，日本的経営の特徴
9.�食料問題―国内の食料消費，国内の農業生産，食料自給率
10.�エネルギー問題―日本のエネルギー事情，エネルギー自給率，日本の電力需要
11�金融の役割―日本の金融機関，経済活動の仕組み、貨幣
12.�貿易構造の変化―貿易収支の推移，輸出入品目の変化，主な貿易相手国，日本の国際収支
13.�戦後日本経済の概略(1)―高度経済成長期，バブルの時代，平成不況の時代，デフレ
14.�戦後日本経済の概略(2)―リーマン・ショック，欧州財政危機
15.�まとめ

授業計画

第1回目の授業ガイダンスに必ず出席してください。

授業中の携帯やスマホの利用、私語など、授業態度の悪い人には退室を求めることがあります。

備考

予習・復習

☆　毎回の講義終了時に，次回の範囲とそれに関連する予習項目を提示します。

☆　その日の授業で扱った内容を基にして，次回の授業開始時に復習問題を出します。口頭で答えられるよう準備してお
いてください。


